
　

平
成
30
年
７
月
豪

雨
（
６
月
28
日
以
降

の
台
風
７
号
や
梅
雨

前
線
の
影
響
に
よ

り
、
西
日
本
を
中
心

に
全
国
的
に
広
い
範

囲
で
発
生
し
た
豪

雨
）
に
伴
い
、
本
市

か
ら
12
人
の
隊
員
を

3
回
に
わ
た
り
、
被
災
地
で
あ
る
岡
山
県

倉
敷
市
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
後
方
支
援
隊
と
し
て
、
6

日
間
活
動
し
ま
し
た
。

　
後
方
支
援
隊
と
は
、被
災
地
に
お
い
て
、

消
火
隊
、
救
助
隊
お
よ
び
救
急
隊
な
ど
が

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
器
材
の
輸

送
、
補
給
活
動
な
ど
を
行
う
実
活
動
隊
の

サ
ポ
ー
ト
隊
で
、
長
期
間
の
災
害
活
動
に

お
い
て
は
、
大
変
重
要
な
任
務
で
す
。　

　
本
市
と
田
原
土
木
協
会
と
の
「
災
害
時

に
お
け
る
消
防
用
水
の
確
保
に
関
す
る
協

定
書
」
を
７
月
１
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー

車
を
活
用
し
て
、
大
規
模
火
災
発
生
時
だ

け
で
な
く
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
、
大
規
模
災
害
発
災
時
に

も
、
消
防
用
水
の
確
保
に
万
全
を
期
す
た

め
、
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　
大
規
模
火
災
な
ど
に
よ
り
消
火
栓
や
防

火
水
槽
の
水
量
だ
け
で
は
足
り
な
い
場
合

や
、地
震
な
ど
に
よ
り
水
道
管
が
破
損
し
、

消
火
栓
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
市
内

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
な
ど
を
活

用
し
て
給
水
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

▲左から、田原土木協会 役員 河合伸久さん、副会
長 加子吉主さん、鈴木副市長、会長 杉田鐘一さん、
河合繁樹さん、三浦消防長

忘
れ
て
な
い
？  

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に  

火
の
確
認

消太

救子

秋
号

愛
知
県
緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣

１．現地被災状況（岡山県倉敷市）／ 
２．活動隊仮眠用ベッド（宿営地：玉島
の森体育館）／３．岡山県倉敷市に向
かう愛知県大隊／４．道中の尾張一
宮パーキングエリアで愛知県大隊が
集結し、愛知県隊長からの指示を受
けた／5．活動前に情報共有をし、捜
索に向かう／６．捜索活動を行う田原
市活動隊
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田
原
土
木
協
会
と
の
協
定

書
締
結
式
を
実
施
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